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でみると，焦点距離の短い型では，焦点から遠い部分の

relative　areaが拡人し，　reSOIUtiOnがわるくなる．また，

焦点の長い型ではrelatiVe　areaの拡大は少ないが，焦点

の形が長くなり，r白：径20cm位の臓器はほとんどこのrli

に含まれる．

　この問題を改善するためにsubtruction－techniqueが

開発された．対向したそれぞれの検出器にhoney　comb

型とtaper　cone型をつけ，　honey　cemb側の計数値か

らtaper側の計数値をrate　downしたものを減算した

ところ，re／ative　areaおよび臓器の半層の影響を除去で

きることがtsuya－scanでたしかめられ，また検出器の軸

上を点線源を移動し，cpmで表現した実験でも，　honey－

comb型の焦点から遠い部分が除去された．また，ヒド

ともhoney　comb型をつけ，それぞれの焦点の中心をや

や離して対向させた場合も，臓器の半層scanningが吋

能であろことが確められた．また，対照度強調方式とし

て，一淀数を千而的に減ずる方法では，臓器の薄い部分

が消失することがしばしばみられたが，われわれが開発

したこの方法によれば，減算が必要な場所で，必要匿だ

け行なわれるので，これを防止することができると考え

られる．

　　　　　　　　　　　　，lc

13．　　Contour　Brain　Scanne「

　　　の使用経験について

○松本健二　森尾　昭
（国立国府台病院放射線科）

　われわれはこの度，脳疾患のRIスキャ＝ング装置

として，カナダ原子力公社が開発した，contour　brain

scannerと同等の装置を試作し使用する機会をえたので，

その使用経験を報告した．本装置の機構は2個のデテク

ターを用いて，頭の正中線に沿って，左右を対照的に比

較しつっ，半球形状に前から後へ，後から前へと走査し

っっ，一往および・一．L復毎に矢状面に対しておのおの10度

づっ角度を開いて，頭全域を走査する方法である．また

そのlr己録方法はデテクターの運動に連動してサーボ機構

により10度毎のシンチグラムを外側より内側へ同心半円

孤状すなわち扇形状に描記せしめる．この一一本の円孤は

4本のトラックより成立っており，左右のカウント数が

2本と，その外側に両者の引算回路よりえられた1：2，

1：3または1：4の割合に設定されたサプトラックが描記

されるので，これにより簡便に病巣の局在位置を決定す

ることができる，
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　コリメーターは焦点5，10，15cmのマルチホーカスを

川いた．病巣の位后設定は，トルコ鞍の彼方2cmの位置

を原点とる極座標式に，時計と同じく，1時，2時，3時一・

で方向を示し，原点からの距離と高さとによって標示し

た．外耳孔と眉とを結ぶ而を0面とすれば，12，2，0は

脳下垂／イの位置を示し，また8，2，4は8時の方ltlJで2cm

の距離で，4cmの高さの位置を示す．以ヒのような方法

で5μCiのモックアィオダィンを疑似腫瘍として約216カ

所の幾何学的空間分布を求めた．シンチゲラムと同時に

二素子レコーダーの記録も描記し，これからも局在位置

を決定できるようにした．またroutine検査としては，

未知のシンチグラムを，整理されたテストハターンの記

録と比較することにより病巣の位問を決定することがで

きる．

14　京都大学医学部に設置された

Whole　Body　Counterについて

福田正鳥塚莞爾浜本研
藤井正博森　徹右松萱子
　　（京都大学中央放射線部）

　1．　緒　　言

　京都大学医学部に設置されたwhold　body　counterは

．二菱電工業株式会社の製作により，放射性降ド物等によ

る人体放射能汚染の検出，微吊の放射性同位元素の投与

による臨床診断への利用および人体内の代謝研究の利用

を目的として昭和41年3月に，その建設を完了した．以

ド簡単に本測定器の構成，性能および測定結果について

のべる．

　2．京大Whole　Body　Counterの構成

　whole　body　counter室は待合室，シャワー，ロッカ

ー室，鉄室および操作室よりなり，鉄室は内法寸法は

2200x860×1700（h）mmで，鉄室の壁は鉄200mm，鉛

3mmからなり，扉は観音開きにて手動にて開閉するよ

うになっている．

　8”×4”Nal（TI）Crystal　l／l珂は3個の光電子増倍管を

有し鉄室一ヒ部の移動装置にとりつけられ，身長方向は電

動（185mm，’min）にて，横方向および1－：ド方向にて移動

しえるようになっている．1．5”x1．5”Nal（TI）crystalの

4個が各光電子増倍管を有して，各crysta1の中心部の間

隔が10cmで身長方向に対し直角に1列にかつ1個の

collimator内に包含されて鉄室一ヒ部の駆動装置に配置さ

れて身長万向のリニアスキャンが可能であり，また本検
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出器は身長方向に向きが変えられて横方向にもすなわち

X－Yスキャンがu∫能になっている．なお身長万向移動速

度は100mm／min，横方向移動速度は50，100mmi’minで

ある．plastic　scinillatorは500　x　500×150（厚さ）が4個，

各scintillatorは4個の光電子増倍管を有して移動架台

の上にt、e直されている．8”Nal検出器を使用する場合は

Plastic　scintillatorはその移動架台とともに鉄室外に引き

出し，標準椅了法または円孤法にて測定するようになっ

ている．なお鉄宇には鉄室内照明灯，換気装置，ペリス

コープおよびインタホーンが設置されている．

　電r回路部は次のものより構成される．すなわち安定

低圧電源，測定モード選択器としてplastic検出器出力

選択器，Dual－CH波高分析系月］入力選択器，400－CH波

高分析系用入力選択器，スケーラレートメータ用入力選

択器があり，検出器用利得凋整器としてPlastic検出器

用光電子増倍管利得調整器，Nal検出器用光電子増倍管

利得調整器があり，それにグラフィックパネル，400－CH

波高分析用直線増幅器系，Dua1－CH波高分析系，計数制

］薗1器ユニット，　言i一数己目ユニッ　ト，　1亡1：糸泉言｝・数二乎こ「言1’ユニッ　ト，

2ペン記録計，安定高圧電源，ポジションインジケータ

ー，チェックパネルがあり，これに400－CH波高分析器，

テープタイプコントロールユニットおよびタィフラィタ

ー が連結されている．

　口∫能な測定法は次のとおりである．

　1）　8”Nal検出器と400・CH波高分析器（PHAモード）

を使用したスペクトルの測定

　2）8”NaI検出器とDual－CH波高分析系を使用した

被測定体全体の総括測定および3個のdiscriminatorを

任意に設置して2種のRIの分離測定

　3）　4x1，5”Na1検出器と400－CH波高分析器（TAモ

ー ド）を使用した体内のRI分布の測定

　4）　plastic検出器とDua1－CH波高分析系を使用した

被測定体全体の総括測定，

　3．　40K，137Csの測定感度

　1）8”Nal　，　400・CH波高分析系を用いた成績0．1－2．　O

MeVにおけるintegral　backgroundは925．8cp皿で，

1cm3あたり0．280cpmである．

　身長157．5cmの70kg　Phantomに4199のkaliumを

入れた場合の標準椅子法および円孤法による測定成績は

spectrometric　resolutionは6．85％，測定域を1．31－1．59

MeV（測定中0．28MeV）とした場合の，その域のback－

groundは6gcpm，4°K計数値は標準椅子法で，0．664

cpm／gK，円孤法で0．293cpm／gKであり，またこの場合の

full　peakのfractionは100％であった．

　同じく70kg　phamtomに1．26μCiの137Csを入れた場

合のspectrometric　resolutionは9．7または9．5％で，測

定域を0．56－O．74MeV（測定幅0．18MeV）として，そ

の域のbackgroundは103cpmであり，137Cs計数値は標

準椅子法で3．23×103cpm〆μCi，円弧法で1．46×103cpm∫

μCiであり，　ful！　peakのfractionは99．1％または99．8％

で，4°Kからのcontributionは標準椅子法でO．　200cpm．，t

gK，　Fiヨ弧法でO．　085cpm．・’gKであつた．

　なおDua1－CH波高分析系を使用した場合はieKの測

定域は1．14－1．95MeV（測定幅0．81MeV）とし，137Cs

の測定域は0、52　一’1．14MeV（測定幅0．62MeV）として

測定した．

　2）　plastic　scintillator，400－CH波高分析系を用いた

成績

0．1－2．OMeVにおけるintegral　backgroundは1．87’＜

104cpmであり，　llあたり125．　Ocpmであつた．

　kalium　4199入りの70kg　Phantomの測定成績では

spectrometric　half－resolutionは18．53％，測定域1．　02－

1，66MeV（測定幅0．64MeV）として，その域のback－

groundは2　71×103cpmであり，4”Kの計数値は8．35

cprn／gK，137Csからのcontributionはnegligibleであつ

た．またi37Cs　1．26μCi入りの70kg　Phantomにおける

spectrometric　half－resolutionは31．3％，測定域0．38－

0．82MeV（測定幅0．44MeV）として，その域のback－

groundは3．44×103cpm，　1：3〒Csの計数値は3．99パ104

cpm／μCiであり，4°Kからのcontributionは6・　90cpm

gKであつた．

　なおDual・CH波高分析系を使川した場合，4°Kの測定

域は1．0－－2。OMeV（測定幅1．　OMeV）とし，137Csの測

定域は0．39－1．OMeV（測定幅0．91MeV）として測定を

行なつた．

　3）種々の大いさのphantomを用いた場合の40K，

］37Csの測定効率

　K量として56．1g，173．　Ogおよび419．　Ogをそれぞれ

10kg　phantom（身長71．　Ocm），30kg　Phantom（身長

99．　Ocm），70kg　Phantom（身長157．5cm）に入れたも

のを用いた．8”NaI，標準椅子法における400・CH波高

分析系による計数効率はそれぞれ0．40％（O．　80cpm／gK）

0．36％（0．72cpm／gK）およびO．　32％（O．　64cpm／gK）で

あり，Dual・CH波高分析系による計数効率はそれぞれ

0．48％（0．96cpm／gK），0．44％（0．88cpm∫gK）および

0．40％（0．7gcpm／gK）であつた．8”NaI，円弧法にお
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ける400－CH波高分析系による計数効率はそれぞれ0．18

％（0．35cp叫gK），　O．17％（0．33cpm、igK）およびO．15

夕6（O．　29cpm／gK）であり，　Dual－CH波高分析系によ

る計数効率はそれぞれO．　209．（（0．40cpm！gK），0．19％

（0．37cpm／gK）およびO．18％（0．36cpm／gK）であつた．

またplastic　scintillator，400・CH波高分析系による計数

効率はそれぞれ6．60％（13．　2cpm！gK），5．75％（11．5

cpm！gK），4．88％（9．75cpm／gK）であり，　plastic　scin－

tillator，　Dua1－CH波高分析系による計数効率はそれぞ

れ3．64％（7．28cpm／gK），3．23％（6．46cpm／gK）およ

び2．　83％（5．66cpm／gK）であつた．

　ユ37Csに関しては137Cs　O．169μCi，0．52μCiおよび1．26

μCiをそれぞれ10kg，30kgおよび70kg　Phantomに入

れたものを用いた．8”Nal，標準椅子法における400－CH

波高分析系による計数効率はそれぞれ0．151％（2960

cpm，／μCi），0．149％（2930cpm　lμCi）および0．148％（2900

cpm／μCi）であり，　Dual・CH波高分析系による計数効率

はそれぞれO．157％（3080cpm／μCi），0．156％（3070cpm！

μCi）および0．156％（3060cpm・’ptCi）であった．また8”

NaI，　I　L9弧法における400－CH波高分析系による計数効

率はそれぞれ0．082％（1610cpm∫μCi），　O．　07S9．（1480

cpm／μCi）およびO．　074％（1440cpmノμCi）であり，　DuaL

CH波高分析系による計数効率はそれぞれ0．085％（1670

cpm／μCi），0，079％　（1540cpm／μCi）　および0．077％

（1500cpm∫μCi）であつた．またplastic　scintillator，400－

CH波高分析系による計数効率はそれぞれ2．　45％o（4．79

×10‘cpm／μCi），および2．13％（4．18×104cpm，”μCi）で

あり，plast▲c　scintillator，　Dual－CH波高分析系による計

数効率はそれぞれ1．03％（2．11　×　104cpm／pt　Ci），0．91％

（1．　78×104cpm／μCi）および0．86％（1．68×104cpm／μCi）

であつた．

　以上によりphantomの小さいほど，計数効率が良好

であり，またplastic　scintillatorを用いた場合が良好で

あるといいえられる．

　4）40K，137Csの検出感度

　70kgのK－phantom（419gK），Cs－phantom（i37Csl・　26

μCi）を用いて，正味計数率をN，測定における標準編

差をσとして，backgroundを5000秒間，試料を2000秒

間測定して

　　　　　　　AL　3σ

を満足するような線源の強さを検出感度として算出した

が，8”NaI，400－HC波高分析系における4°Kの標準椅子

法，円弧法の検出感度はそれぞれ6．45mμCi，14．57mμ

置 89

Ci，137Csはそれぞれ1．97mμCi，4，36mμCiであり，また

plastic　scinillator，400－CH波高分析系を用いた場合は

’10Kは0．86mμCi，137Csは0．2gmμCiであつた．

　4．　健康人の全身K量および137Cs量の測定成績

　現在までに少数例の全身K量および13℃s量の測定を

行なつたにすぎないが，20～40才の正常人18例の全身K

旦は70～150gに分布し，おおむねθ重に比倒しているが，

男性は100g以ヒに分布し，女性は100g以下に分布した．

また13℃s量は5－26mμCiに分布し，男性は10mμCi以上

に分布し，女性は10mμCi以下に分布した．

　5．　むすび

　小大whole　body　counterの概要と若千の測定結果を

　のべた．本測定器は関西地区に始めて説置されたもの

であり，またその設置場所が京人医学部附病院内である

ことより，関西地区における人休の放射性降ド物等によ

る汚染物の検出および臨床各領域の協力により各種疾患

の診断的利用法の開発に寄与することが期待される．

　　　　　　　　　　　　＊

15．　全身RI計測の基礎的研究（第2報）

寛　弘毅　大森忠昭　三枝健二

　　有馬　昭　明妻人夫
　　　（千葉大学放射線科）

　臨床的使用を主〔的とした叩レベル全身計測装置を試

作し，その基礎的実験を行なったので報告する．

　試作した装置はとくに遮蔽用鉄室を設けず，地下室の

一・部をコンクートで区画し全身計測室とした簡単なもの

である．検出器は3輩×3k’　Nal結晶を4個使用し，これ

を天板Il約60cmに固定し，60cmの間隔を置いて骨軸万

向に一列に配置してある．各検H器からの信号は合成さ

れ，波高分析器に加えられる．最終的には天板のド部に

も4個の検出器を配置し，天板上に横たわる患者を上下

2方向から同時計測し，その平均を求めるのであるが，

現在は上方だけで行なっている．この装置での天板上の

感度分布，計測方法，検出感度等についてユ3ユ1線源およ

び全身水プアントームを用いて検討した．

　天板の感度分布は中央部の2個の検出器を他の検出器

よりそれぞれ約10cm高くすることによりほぼ一様とな

る．計測方法については前回発表の高レベル全身計測装

置ではintegra1計測法が比較的よい結果を示したが，

中レベル全身計測装置でも同一結果を示すものかどうか

（1’．integral，②散乱線領域，⑧364　KeVピークの3つの

エネルギー範囲を選び比較した．その結果50～200KeV
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